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鞠l
建

佐
賀
大
学
医
学
部
の
出
鵬
賢
治

1
』
教
授
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
l

E
L
プ
が
、
微
量
の
涙
を
用
い
て
重
症

8
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
を
高
精

円円

度
で
判
定
す
る
方
法
を
発
見
し

之
J

た
。
涙
に
含
ま
れ
る
特
定
の
タ
ン

F
パ
ク
質
の
量
で
重
症
、
軽
症
を
数

ード

分
で
判
定
し
、
適
切
な
治
療
が
す

れい

ぐ
に
可
能
と
な
る
。
大
手
臨
床
検

ゆ

査
薬
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
商
品
化

，

a

も
進
め
て
い
る
。

研
究
は
鶴
見
大
学
歯
学
部
附
属

病
院
（
神
奈
川
県
）
の
協
力
を
得

て
、
患
者
と
健
常
者
合
計

η人
分

の
デ
l
タ
を
、
佐
賀
大
チ
l
ム
が

解
析
し
た
。
研
究
成
果
が
7
日、

米
国
の
専
門
誌

「ジ
ャ
ー
ナ
ル
・

オ
ブ
・
ア
レ
ル
ギ
ー
・
ア
ン
ド
・

ク
リ
ニ
カ
ル
イ
ミ
ュ
ノ
ロ
ジ
i
」

電
子
版
に
掲
載
さ
れ
た
。

自
の
か
ゆ
み
や
充
血
、
腫
れ
が

主
な
症
状
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結

膜
炎
患
者
は
、
ス
ギ
花
粉
症
の

増
加
に
よ
り
、
推
計
で
圏
内
2

千
万
人
に
上
る
。
た
だ
、
中
に
は

佐賀大医学部グループ発見

特定タンパク質着目
ア
ト
ピ
！
性
皮
膚
炎
に
合
併
し

て
発
症
す
る
ア
ト
ピ
l
性
角
結

膜
炎

（A
K
C）
な
ど
最
悪
の
場

合
、
失
明
の
可
能
性
が
あ
る
重
症

タ
イ
プ
も
あ
り
、
早
期
に
症
状
の

程
度
を
見
分
け
る
必
要
が
あ
っ

た
。研
究
は
、
ア
ト
ピ
l
性
皮
膚
炎

な
ど
で
増
え
る
と
さ
れ
る
タ
ン
パ

ク
質
の
ペ
リ
オ
ス
チ
ン
に
着
目
し

た
。
一
課
液
中
の
濃
度
判
定
で
重
症

の
A
K
Cは
極
端
に
高
く
、
青
少

年
に
多
く
見
ら
れ
る
中
程
度
の
症

状
の

「春
季
カ
タ
ル
」
は
や
や
多

か
っ
た
。
花
粉
に
よ
る
季
節
性
ア

レ
ル
ギ
ー
は
微
量
で
、
健
常
者
は

ほ
と
ん
ど
検
出
さ
れ
な
か
っ

た
。

「
幻
%
の
確
率
で
区
別
…
…

が
可
能
」
と
結
論
付
け
た
。

研
究
成
果
を
基
に
し
た
検
査
キ

ッ
ト
は
早
け
れ
ば
2
、
3
年
で
実

用
化
さ
れ
る
見
通
し
。
血
液
検
査

に
比
べ
、
採
血
の
痛
み
を
伴
わ
ず
、

そ
の
場
で
診
断
で
き
る
。
出
原
教

授
は

「重
症
タ
イ
プ
は
子
ど
も
に

多
く
、
初
診
は
か
か
り
つ
け
の
小

児
糾
と
い
う
ケ
l
ス
も
多
い
。
眼

税
の
専
門
医
で
も
難
し
い
診
断
が

迅
速
に
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

早
期
の
治
癒
が
期
待
で
き
る
」
と

意
義
を
説
明
す
る
。
（
村
上
大
祐
）




